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Ⅲ.医療・介護関係事業者の義務等 

４．安全管理措置、従業者の監督及び委託先の監督 

（３）業務を委託する場合の取扱い  

①委託先の監督  

医療・介護関係事業者は、検査や診療報酬又は介護報酬の請求に係る事務等個人デー

タの取扱いの全部又は一部を委託する場合、法第２０条に基づく安全管理措置を遵守させる

よう受託者に対し、必要かつ適切な監督をしなければならない。  

「必要かつ適切な監督」には、委託契約において委託者である事業者が定める安全管理

措置の内容を契約に盛り込み受託者の義務とするほか、業務が適切に行われていることを定

期的に確認することなども含まれる。  

また、業務が再委託された場合で、再委託先が不適切な取扱いを行ったことにより、 

問題が生じた場合は、医療・介護関係事業者や再委託した事業者が責めを負うこともあり

得る。  

②業務を委託する場合の留意事項  

医療・介護関係事業者は、個人データの取扱いの全部又は一部を委託する場合、以下の

事項に留意すべきである。  

・個人情報を適切に取り扱っている事業者を委託先（受託者）として選定する  

・契約において、個人情報の適切な取扱いに関する内容を盛り込む（委託期間中のほ

か、委託終了後の個人データの取扱いも含む。）  

・受託者が、委託を受けた業務の一部を再委託することを予定している場合は、再委

託を受ける事業者の選定において個人情報を適切に取り扱っている事業者が選定さ

れるとともに、再委託先事業者が個人情報を適切に取り扱っていることが確認でき

るよう契約において配慮する  

・受託者が個人情報を適切に取り扱っていることを定期的に確認する  

・受託者における個人情報の取扱いに疑義が生じた場合（患者・利用者等からの申出

があり、確認の必要があると考えられる場合を含む。）には、受託者に対し、説明を

求め、必要に応じ改善を求める等適切な措置をとる  

＊医療機関等における業者委託に関する関連通知等  
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上記の留意事項のほか、委託する業務に応じ、関連する通知等を遵守する。  

・「医療法の一部を改正する法律の一部の施行について」（平成５年２月１５日健政発第９８号）の「第３ 

業務委託に関する事項」  

・「病院、診療所等の業務委託について」（平成５年２月１５日指第１４号） 


